
｀心

W

H S K☆
いちばんぼし

兪禽舎昔兪兪禽兪兪兪兪舎兪舎兪

兪
兪
兪
兪
兪
禽
舎
兪
兪
禽
禽
舎

も

　

く

　

じ

1990. 4.10

支部だより

舎
舎
舎
費
舎
禽
兪
兪
舎

禽禽舎兪舎兪舎禽舎兪兪

兪
兪
舎
費
兪
舎
禽
兪
兪
費
禽
舎
兪
兪

　　　　

ＨＳＫ通巻216号

昭和48年１月13日第３種郵便物igaj

平成２年４月10日発行（毎月10日）

　

全国膠原病友の会北海道支部

　　

いちばんぼしNq7 3

第17回顛鴉会と還療織絵の

　　　　

ご案内

兪兪舎禽舎兪禽禽兪音曲兪禽兪兪兪兪禽舎禽舎兪兪



心心匹匹心心心匹匹匹心(Ξ心

全国膠原病友の剣じ海道支部）

　

剽７回総会と医療

心くΞ)ｍｍｍづミΞ)ｍｍ匹ママ乙《E)

　

今年【ﾕ積雪の量が汚カヘたわ巾こμ、２月白

か早い春を迎えて、刄の会の皆ｊんはいかがお過ごしですか。

　

今年も支節総会のご案内をする時期がやってさまし几ハ、

つても毎年よりばけ月早い丿案内で･胤前号で惣川て了)炎節

総会卿崔が見述られなお話ばしましたが今年ばやばり計画を

紅てながら実現されなカハ几初めマ(7吋て絡的ｙ医療相談会を

行うことに演定しまし几尋名の内科の先生り名の整形外科

の光生乏お招亨して、ブルーフごとに今れて質疑応答を行い了

竃普段の診察では時削が短くてなかなか聞けないと思ってい

ることは卸ぼ甘ん能そんな悩みは是非この相談会で解浹し

て下うヅ。

　

そして

　

前曰の夕節総会(刀律の交流会よブうよっぴリナヅチ

な気分マフランス料理を味わっマ下乱ヽ。灯ごし男ぬ行=そソ

ート。如生μイブニング下レスを用急する心暑ばみけ廿んの

で漕しがらす。

　

一年に一度全道四

季でブ（それ以上に会員同窓の交ホよ本当に未了財卜千

と思てもらえゐように仰刀にし丿丿と考えていjT玉そし

て今年心戸レ椙談会を含ｒすべて会員のみの屎いと々してぐ

雲竃打庖建と言喋り百ゐような気粁び気持ちで吟刀口してみて

下寸六ｊ-､レ会G4の輔石広､がゐことでしょう。

　

より多くの皆さんの参加を心Ｊリお待ちしフい百寸。
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交流会汗lブ鳥ッ［ティファニーい

＊交流会には,今井う可野丿左旺中年各先生が

　

参が］予足マユ，

一般受付開蛤

医療相談会

＊デつのブルーテに介れて囲談会斜子いぱ風

郷士解散
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☆相談会には巧人の先生にご協力い爪紅手万工

　　　

・今井

　

活三死生

　

吋L医大病院内科)

　　　　　

ホ現紅ｵし医大病院了膠原病の専門ﾀﾄ釆い胎。

　　　　　

今回初めマ､亥の会にご芦力]い/ブビくことが｀で優まし八。

　　　

・河野通史先生

　

けユ札幌病院内科)

　　　

・佐川

　

昭

　

先生(北大病院オ２内科)

　　　

・中井

　

秀紀先生(勤医協中央廊院内科)

　　　

・増Ｅ武心光生

　

昿田整形ﾀﾄ科病院)

　　

相談を希望する先生のお名前に○印を付けマ隅封八四割

　

投函しマ下ケムハバレ∧数によ､･てば当曰希ぜが膏更

　

する場合否あ･ばすので。ご了承下ざじ

サ￥サ￥サ￥サ帑サ￥ヤ平す￥

　

☆交流会の参加貴は、一∧3 500円です

　　　　

(交流会のみ(ﾌ)参力付ﾉ歓迎い几しま可)

　

☆札幌まで万交通費の半額は、衣の会マ噴担し言庖

　　　

(礼幌在毎の万はづ律5卯円を友の歌才斟孔曹判

　

☆当日会場に乙会費暉気2卯剛を受付けま呪

　

☆祖泊零(難病七ﾝﾀてみ)よ友の会で價担しま呪

　　

朝食代5凹円は自己負担で呪

　

☆ご参加(乃方は印カソをご持参下ヴい。

３



財団法人

北海道難病運とは、

こんな団体です、

L972年。全国筋無JJ症友の全北海道虹部など

りよびかけによって準陥がすすめられ、i97:','iべ

FI、10団体(1,100家族)によって北海道雌病団

本連絡協議仝として発足しまし仁

私業としては次のようなものを行ってきました。

瞭病患者･家族の実態調査

　

●難病白書の刊行

●難病集団無料検診・出張相談会の実施

　

●難

両相談室の常設

　

●在宅患者と医潭の会(研究

会)の主催と研究報告書の刊行

　

●啓蒙宣伝活動･

11スターの配布

　

●合同レクリェーうヨン

　

●患者･

家族団体の育成･援助

　

●ボランティアの派遣

　

●

地域組織の育成

　

●北海道･市町村･および議会

へヽの陳情･請願活動

　

●機関紙｢なんれん」の発行

●医療講演会の実施

　

●役員研修会

　

●全国の

も者団体との交流

　

●各種行政機関どの連携

●難病センターの建設運動、専門病院、研究所の

ｌ設運動

　

●福祉機器の普及･閔発事業

　

●資

金活動

そしこ、北海道難病センターの実呪と朗㈲(開

q七機会に、その活仙を一層お叱すすめ、汽任と

反応を明らかにするために公益法入とレリμと

址十ることとなり、jに海.､か:心ぷから哺几去.久の計

吋をいたこきましし

　

｢励ましあい、援ロあう難病辻｣ドヅブよ川二

でいる地城の個別丿叫如坤油ト叫如詣沁朕≒

''■')-^-:','iとに縫兵心ど∧いい'.レム∩丿にれ

ごトレl≒

題病センターでは、

こんな事業を

しています

●相談

　

医療･福祉制度･年金･法律な巳電謡･手紙･ご来所は1｀約です。

　

(月～金､午前10時～午後5時/土雌川／自副O時～午後2時)

●難病集団無料検診・出張相談会

　

道､市町村との共催で全道各地で･八年間5～10ヵ所)

●医療講演会

　

札幌市内能令道各地で。

●ボランティアの派遣

●福祉機器の相談･展示･あっせん

●難病･医療･福祉に関する資料の収集と閲覧

●患者さんのための貸し出し図書

●機関紙･ポスター･パンフレットの発行

●各種研究の推進

斗
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戸惑いながらも、参加して下ざゐ会員の皆さん
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萍より約１ヵ月早い総会(7)開催で、遅営蚕員一同ば
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竺に釆１玖かぐ乙．ま靫参加してみよう」ど,ｔつてい

だけゐように準備をすすめマいます。どうがヽその日ま

心

体調を脛えて、元気な顔で働会ヽいでｊますように。

逗薙詞廻の
ソヶ訃(実態調査)にご協力下さいy

　

まだ間に合います。

　

アンア一トを言狐手元にお抒ち(刀方は

大至急ご解答の上、返送して下似ヽ。
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編集人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　　　　　　

編集責任者小寺

　

千明

　　　　　

＆064札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　　

北海道難病センター内

　

r(Oll) 512-3233

　

発行人
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